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▼香典返し（令和8年3月16日～令和8年5月15日） 

弁護士による無料相談事業

日田本所受付分
●　 － 谷本憲昭 父 博 （若宮）
●3万円 　穴井みゆき 夫 博之 （誠和）
●5万円 権藤福代 夫 富生 （清水）
●5万円 　髙本啓一郎 父 典治 （－）
●　 － 一市民 － 　－ （－）

10万円 佐藤恒夫 妻 ハツヱ （三本松新）
●　 － 雨森将隆 母 フジ子 （元）

▼一般寄付・指定寄付・物品寄付
●100,000円 三和酒類株式会社　日田蒸留所 

「いいちこ日田蒸留所　春の蔵開き」
杯販売の益金を社会福祉事業へ

●5万円 　鷹野喜千代 母 ナツコ （栃野）
●5万円 合谷良一 父 宗雄 （天神）

津江受付分（中津江）

●2万円 相垣満馬 妻 ハル子 （上野田）

津江受付分（上津江）

●3万円 江田幸子 夫 信行 （出口）
●10万円 穴井安夫 母 ヨシノ （馬原）
●　－ 倉嶋清司 母 ユリコ （馬原）

天瀬支所受付分

●5万円 　矢羽田道雄 父 一男 （東大山）
●　－ 一市民 － － （－）
●　－ 一市民 － － （－）
●5万円 中塚能馬 母 トリエ （田島）

大山支所受付分

日　程 時　間 場　　所
7/1（水）

（受付6/22（月）8：30～）
13：00～17：00
定員8名（先着順）

日田市総合保健
福祉センター

無料障害年金相談
日　程 時　間 場　　所

10/29（木） 13：30～16：00 日田市総合保健福祉センター

8/5（水）
（受付7/27（月）8：30～）

13：00～17：00
定員8名（先着順）

日田市総合保健
福祉センター
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編集発行／社会福祉法人 日田市社会福祉協議会　TEL 24－7026

日田市社会福祉協議会、上津江支所機能を中津江支所に移転したことに伴
い、新しい支所名を「日田市社会福祉協議会　津江支所」に変更いたしまし
た。今後とも中津江・上津江両地区の支所として地域に根付いた活動に取り
組んで参りますのでよろしくお願いいたします。

　
※事前に予約が必要です。

掲　　示　　板

中津江支所
上津江支所 津江支所

⑧ 令和8年6月1日　社協だより ひた　第127号

敬称略

寄付のお礼寄付のお礼 　日田市社会福祉協議会に次の方々からご寄付をいただきました。ご芳情
に対し、厚くお礼申し上げます。
　この浄財は、社会福祉事業を推進するために、有意義に活用させていた
だきます。なお、市社会福祉協議会へのご寄付は、所得税の控除対象となり
ます。
＊ご本人の承諾を得て、金額、氏名等を掲載いたしております。



施設整備等による支出
1,678

531,638

その他の活動
による支出
34,208

地域福祉推進事業
193,522

指定管理事業
（保育園）

58,584

指定管理事業
（高齢者施設）

24,583

介護保険関連事業
182,873

障害者総合
支援事業
17,316

トレーニング・
プール

10,564

共同募金事業他
8,310

支出合計
531,908
収入合計

会費
4,200 寄付金

3,100

補助金
55,601

受託金
130,220

事業収入
4,930

介護保険
174,709

老人福祉事業
27,613

保育事業
57,850

障害福祉サービ
ス等16,499

その他 11,650

施設整備・その他の活動
による収入

45,536
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独
・
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取
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基
本
方
針

基本目標

重点目標

　１．地域のつながりづくり
地域住民が日常的に関わりを持ち、互いに支え合える地域を目指します。世代や属性に関係なく交流できる場をつく
るとともに、誰もが役割を持ち孤独・孤立しない地域づくりを進めます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　２．地域福祉の担い手づくり
地域を支える人材を育て、持続可能な地域づくりを目指します。住民一人ひとりが、地域課題を自分事として捉え、自
分の得意なことやできることを主体的に、時には関係機関等と協働しながら課題を解決できる仕組みを作ります。

　３．身近な相談体制づくり
自治会や民生委員、学校、福祉関係機関などが連携し、日常的な見守りや声かけを通して誰もが孤独・孤立しない地
域を目指します。困りごとや不安を気軽に話せる相手や場所を整備し、早期に支援につながる体制をつくります。　　
　　
　４．暮らしを支える環境づくり
住民が地域の困りごと（高齢者等の移動・買い物・通院支援など）を主体的に解決できる仕組みをつくります。また、災
害時にできるだけ早く元の生活に戻れるよう支援体制を強化します。

　５．市社協の基盤強化
地域福祉を安定的に推進するため、組織体制や人材、財源の確保に努めるとともに、地域との連携を強化していきま
す。また、住民や関係機関と持続的に協働できる仕組みを整え、地域の課題に迅速かつ柔軟に対応できる体制を整え
ます。

１．重層的支援体制の構築のための取り組み
２．地域の人材育成とボランティア活動の活性化
３．成年後見センター（権利擁護サービス）の機能強化及び拡充　

市民後見人養成講座 ボランティア養成講座災害ボランティア訓練 赤い羽根共同募金運動

一般会計予算

主な事業計画(概略)

当期資金収支差額
前期末支払資金残高
当期末支払資金残高

270
193,670
193,940

※収支には法人内取引（21,651千円）を含んでいます

１．地域福祉推進部門
・ 地区社協事業、福祉委員活動への支援　
　（地域の課題解決に向けた研究協議の強化）
・ 生活支援体制整備事業
　（地域包括ケアシステムの構築に向けた取組）
・ 重層的支援体制整備事業
・ 生活困窮者自立支援事業（相談センター）
・ 災害ボランティアネットワーク連絡協議会の運営
・ 生活福祉資金・緊急援護資金の貸付
・ 福祉人材バンク事業（福祉職の就労斡旋）
・ ボランティア・市民活動センター
・ 各種相談事業（法律、障害年金）
・ 市民健康福祉まつりの開催　
・ 社会参加促進事業（手話・点字講座、音訳）
・ 赤い羽根共同募金運動（10～12月）
・ 福祉用具貸与事業（介護保険対象外）
・ 納骨堂管理
・ トレーニング指導事業

２．福祉サービス利用支援部門
・日常生活自立支援事業
・成年後見事業
・地域包括支援センターブランチ
 （前津江・中津江・上津江）

３．在宅福祉サービス部門
・居宅介護支援事業
・訪問介護事業
・通所介護事業
・福祉用具貸与事業
・介護予防・日常生活支援総合事業
・障害サービス事業
・障害地域生活支援事業

４．指定管理部門
・日田市立おおやまこども園
・高齢者生活福祉センター（津江）

単位：千円

②③ 令和8年6月1日　社協だより ひた　第127号令和8年6月1日　社協だより ひた　第127号
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し
た
。

　地
域
の
支
援

　住
民
説
明
会
で
は
、地
域
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、協
議
を

行
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
天
瀬
振
興

協
議
会
、天
瀬
地
区
社
協
か
ら
は
、

ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
バ
ー
や
必
要
な
備

品
の
整
備
と
い
っ
た
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も

１１
名
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

つ
い
に
４
月
28
日
出
発
式
を
む
か
え

ま
し
た
。

　利
用
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
東
渓

分
館
や
郵
便
局
、老
人
ク
ラ
ブ
の
集

ま
り
に
参
加
す
る
の
で
と
て
も
あ

り
が
た
い
。ま
た
、利
用
し
た
い
。」と

い
っ
た
声
が
き
か
れ
ま
し
た
。

　「
驫
会
」の
穴
井
会
長
よ
り
、「
高

齢
者
が
運
転
免
許
を
返
納
し
て
も
、

通
院
や
買
い
物
に
困
ら
な
い
よ
う

に
支
援
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、運
用

す
る
中
で
、改
善
し
て
い
く
点
も
あ

る
と
思
う
が
そ
の
都
度
、協
議
し
な

が
ら
、使
用
し
や
す
い
よ
う
に
進
め

て
い
き
た
い
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
、紹
介
し
た
住
民
主
体
移
動

支
援
は
、山
田
町
、花
月
地
域
に
続

き
3
例
目
に
な
り
ま
す
。そ
の
ほ
か

に
も
支
え
合
い
活
動
と
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
地
域
の
皆
さ

ん
の
力
で
様
々
な
支
え
合
い
活
動

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

福祉・ボランティア団体の活動助成 広報誌「社協だより」の発行

弁護士相談会の実施 ホームページの管理・運用

地区社協活動支援

社協一般会費にご理解とご協力をお願いいたします
日田市社会福祉協議会では、「みんなが安心して幸せに暮らせるまちづくり」を目指して、
地域福祉事業に取り組んでいます。市民の皆様からいただいた会費は、社協が行う地域
福祉事業を支える大きな力になっており、大切に活用させていただいています。
本年度も、様々な福祉活動に取り組んでまいりますので、ご理解とご協力をお願いいたし
ます。
※一般会費　１口　200円　市内の全世帯の方にお願いしています。（自治会に納入い
ただいています）

このように社協会費は日田市の福祉活動へ大切に使われています。

一般会費の流れ

市民のみなさま

自治会 日田市社会福祉協議会

地域の支え合い活動を生活支援コーディネーターがお手伝いします。
地域の中で気軽にお手伝いのできるボランティア活動や支え合いの学習会、子どもから高齢者まで交流できる機
会など地域の「あったらいいな」を皆さんと一緒になって考えていきます。
連絡先　日田市社会福祉協議会　☎２４－７０２６

「驫（とどろき）会」の由来
馬原地区は、馬原１，馬原２，馬原３の自治会からなります。
準備委員会の中で、３つの馬が協力して取り組むということで「驫（とどろき）会」のアイデア
が出ました。
右のイラストは、３つの馬が支え合うことをイメージしています。

「驫会」ロゴマーク

住
民
主
体
移
動
支
援「
驫
会
」が
活
動
開
始
し
ま
し
た
！

使用する車両にはロゴマークの
入ったマグネットシートを貼って
います。

住民説明会の様子
全3つの自治会で皆さん声を聞きながら進めていきま
した。

「驫（とどろき）会」出発式
移動支援が必要な高齢者を対象に4月に活動がスタートしま
した。

④⑤ 令和8年6月1日　社協だより ひた　第127号令和8年6月1日　社協だより ひた　第127号



　少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、地
域
の

住
民
が「
お
互
い
さ
ま
」と
支
え
合

い
、つ
な
が
り
合
う
地
域
社
会
を
地

域
共
生
社
会
と
い
い
ま
す
。

　今
回
は
、天
瀬
町
馬
原
地
区
の
活

動
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　天
瀬
町
で
は
、令
和
６
年
に
タ
ク

シ
ー
業
者
の
撤
退
に
よ
り
、地
区
内

の
移
動
手
段
に
困
っ
て
い
る
と
い
う

高
齢
者
の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

馬
原
地
区
で
は
、馬
原
１
、馬
原
２
、

馬
原
３
の
自
治
会
が
移
動
支
援
や

地
域
の
支
え
合
い
の
協
議
を
始
め
ま

し
た
。

　ま
ず
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

移
動
支
援
の
要
望
や
希
望
者
な
ど

を
把
握
し
、３
つ
の
自
治
会
が
協
力

し
て
高
齢
者
の
移
動
支
援
に
向
け
て

準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　地
域
の
支
援

　住
民
説
明
会
で
は
、地
域
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、協
議
を

行
い
ま
し
た
。そ
の
中
で
天
瀬
振
興

協
議
会
、天
瀬
地
区
社
協
か
ら
は
、

ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
バ
ー
や
必
要
な
備

品
の
整
備
と
い
っ
た
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も

１１
名
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

つ
い
に
４
月
28
日
出
発
式
を
む
か
え

ま
し
た
。

　利
用
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
東
渓

分
館
や
郵
便
局
、老
人
ク
ラ
ブ
の
集

ま
り
に
参
加
す
る
の
で
と
て
も
あ

り
が
た
い
。ま
た
、利
用
し
た
い
。」と

い
っ
た
声
が
き
か
れ
ま
し
た
。

　「
驫
会
」の
穴
井
会
長
よ
り
、「
高

齢
者
が
運
転
免
許
を
返
納
し
て
も
、

通
院
や
買
い
物
に
困
ら
な
い
よ
う

に
支
援
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、運
用

す
る
中
で
、改
善
し
て
い
く
点
も
あ

る
と
思
う
が
そ
の
都
度
、協
議
し
な

が
ら
、使
用
し
や
す
い
よ
う
に
進
め

て
い
き
た
い
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
、紹
介
し
た
住
民
主
体
移
動

支
援
は
、山
田
町
、花
月
地
域
に
続

き
3
例
目
に
な
り
ま
す
。そ
の
ほ
か

に
も
支
え
合
い
活
動
と
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
地
域
の
皆
さ

ん
の
力
で
様
々
な
支
え
合
い
活
動

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

福祉・ボランティア団体の活動助成 広報誌「社協だより」の発行

弁護士相談会の実施 ホームページの管理・運用

地区社協活動支援

社協一般会費にご理解とご協力をお願いいたします
日田市社会福祉協議会では、「みんなが安心して幸せに暮らせるまちづくり」を目指して、
地域福祉事業に取り組んでいます。市民の皆様からいただいた会費は、社協が行う地域
福祉事業を支える大きな力になっており、大切に活用させていただいています。
本年度も、様々な福祉活動に取り組んでまいりますので、ご理解とご協力をお願いいたし
ます。
※一般会費　１口　200円　市内の全世帯の方にお願いしています。（自治会に納入い
ただいています）

このように社協会費は日田市の福祉活動へ大切に使われています。

一般会費の流れ

市民のみなさま

自治会 日田市社会福祉協議会

地域の支え合い活動を生活支援コーディネーターがお手伝いします。
地域の中で気軽にお手伝いのできるボランティア活動や支え合いの学習会、子どもから高齢者まで交流できる機
会など地域の「あったらいいな」を皆さんと一緒になって考えていきます。
連絡先　日田市社会福祉協議会　☎２４－７０２６

「驫（とどろき）会」の由来
馬原地区は、馬原１，馬原２，馬原３の自治会からなります。
準備委員会の中で、３つの馬が協力して取り組むということで「驫（とどろき）会」のアイデア
が出ました。
右のイラストは、３つの馬が支え合うことをイメージしています。

「驫会」ロゴマーク

住
民
主
体
移
動
支
援「
驫
会
」が
活
動
開
始
し
ま
し
た
！

使用する車両にはロゴマークの
入ったマグネットシートを貼って
います。

住民説明会の様子
全3つの自治会で皆さん声を聞きながら進めていきま
した。

「驫（とどろき）会」出発式
移動支援が必要な高齢者を対象に4月に活動がスタートしま
した。

④⑤ 令和8年6月1日　社協だより ひた　第127号令和8年6月1日　社協だより ひた　第127号



2026年 福祉・保育・看護のしごと 就職フェア 開催！2026年 福祉・保育・看護のしごと 就職フェア 開催！
第9期　市民後見人養成講座　受講生募集第9期　市民後見人養成講座　受講生募集

　判断能力が不十分な認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者の権利を擁護する成年後見
人等の活動に必要な知識を習得し、権利擁護、地域福祉の担い手となる「市民後見人」として活動で
きる人材の養成を目的に開催します。

●期　　日　令和8年８月29日～11月21日のうち７日間
　　　　　　令和9年1月23日～２月20日のうち３日間
●募集人数　15名（受講条件は下記をご覧ください）
●内　　容　認知症や知的障がい・精神障がいの理解、社会福祉に関する制度等について
　　　　　　成年後見制度について、成年後見人等の業務内容についてなど
●受付期間　令和8年4月1日～令和8年8月14日まで（定員になり次第締め切ります。）
※申し込みは、土日祝日を除く午前8時30分～午後5時

受講条件
①市内在住の２5歳以上７０歳未満の方　②成年後見制度及び福祉活動に熱意のある方
③すべての科目を受講できる方

日　時：令和8年8月8日（土）

　　　 9時30分～12時（受付：9時30分～）

場　所：市民文化会館「パトリア日田」ギャラリー（福祉・保育）・小ホール（看護）

対象者：福祉・保育・看護の職場に就労を希望する方や福祉・保育・看護の仕事に

　　　 関心のある方、来春卒業予定の学生、学校等の進路指導担当者

今すぐスケジュールをチェック！

・福祉施設、病院（看護）との面談が出来ます
・福祉関係資格の相談コーナーを設置
・求職相談、求職登録を受付

当日ブース訪問で
先着30名様に

記念品をプレゼント！

◆参加無料　◆予約不要　◆服装自由　◆履歴書不要　◆入退場自由

仕事のやりがいを聞いてみました！

介護福祉士

サポートルームの目的

保育士 看護師

利用者一人ひとりの人生に
寄り添い、その人らしい生活
を支えられることにやりがい
を感じます。

子どもの「できた！」という成長
の瞬間に立ち会い、無邪気な
笑顔と深い信頼に触れられる
ことが最大のやりがいです。

勤務している整形外科では、目
に見えて患者さんが回復して
いく姿を見ることが出来ること
にやりがいを感じている。

福祉部門
社会福祉法人日田市社会福祉協議会
日田市福祉人材バンク

ＴＥＬ：0973-24-7026　

保育部門
日田市こども総合部
こども事業課　
こどもサービス係
ＴＥＬ：0973-22-8317

看護部門
日田市健康保険課
健康支援係

ＴＥＬ：0973-24-3000

申
込・問
合
せ

あなたの財産と意思を守る！！成年後見制度出前講座も開催しています。
詳しくは下記連絡先までお問い合わせください。

お問い合わせ先：成年後見センターひた（日田市社会福祉協議会）　TEL：0973-24-7026

令和８年度　おしごとサポートルーム開催のお知らせ
～もう一度、社会とつながるために～

・外に出るきっかけとしても大丈夫です
・話を聞くだけの参加でもOKです
・無理に何かをする必要はありません
・自分のペースで過ごせる場所です
・スタッフとゆっくりお話しできます

募集要項

申込み・お問い合わせ

・50才未満で、現在無職の方
・自身でサポートルームに通うことが出来る方
・令和8年7月1日～令和9年3月3日まで
 月2回(水曜日)　計17回実施
・10時から12時(職場見学時は15時)
・場所：アオーゼ日田(日田市上城内町)
・体調面に不安があり、毎回来れるか心配な方でも参加可能です。

ひた生活支援相談センター(日田市役所内)
Tel  0973-22-5299 
Fax 0973-28-5136

主な内容
・レクリエーション　・日田市内の職場見学　・職場体験
・在宅でも可能なストレッチ運動　・ビジネスマナーなど

前年度の様子

⑥⑦ 令和8年6月1日　社協だより ひた　第127号令和8年6月1日　社協だより ひた　第127号



2026年 福祉・保育・看護のしごと 就職フェア 開催！2026年 福祉・保育・看護のしごと 就職フェア 開催！
第9期　市民後見人養成講座　受講生募集第9期　市民後見人養成講座　受講生募集

　判断能力が不十分な認知症高齢者や知的障がい者、精神障がい者の権利を擁護する成年後見
人等の活動に必要な知識を習得し、権利擁護、地域福祉の担い手となる「市民後見人」として活動で
きる人材の養成を目的に開催します。

●期　　日　令和8年８月29日～11月21日のうち７日間
　　　　　　令和9年1月23日～２月20日のうち３日間
●募集人数　15名（受講条件は下記をご覧ください）
●内　　容　認知症や知的障がい・精神障がいの理解、社会福祉に関する制度等について
　　　　　　成年後見制度について、成年後見人等の業務内容についてなど
●受付期間　令和8年4月1日～令和8年8月14日まで（定員になり次第締め切ります。）
※申し込みは、土日祝日を除く午前8時30分～午後5時

受講条件
①市内在住の２5歳以上７０歳未満の方　②成年後見制度及び福祉活動に熱意のある方
③すべての科目を受講できる方

日　時：令和8年8月8日（土）

　　　 9時30分～12時（受付：9時30分～）

場　所：市民文化会館「パトリア日田」ギャラリー（福祉・保育）・小ホール（看護）

対象者：福祉・保育・看護の職場に就労を希望する方や福祉・保育・看護の仕事に

　　　 関心のある方、来春卒業予定の学生、学校等の進路指導担当者

今すぐスケジュールをチェック！

・福祉施設、病院（看護）との面談が出来ます
・福祉関係資格の相談コーナーを設置
・求職相談、求職登録を受付

当日ブース訪問で
先着30名様に

記念品をプレゼント！

◆参加無料　◆予約不要　◆服装自由　◆履歴書不要　◆入退場自由

仕事のやりがいを聞いてみました！

介護福祉士

サポートルームの目的

保育士 看護師

利用者一人ひとりの人生に
寄り添い、その人らしい生活
を支えられることにやりがい
を感じます。

子どもの「できた！」という成長
の瞬間に立ち会い、無邪気な
笑顔と深い信頼に触れられる
ことが最大のやりがいです。

勤務している整形外科では、目
に見えて患者さんが回復して
いく姿を見ることが出来ること
にやりがいを感じている。

福祉部門
社会福祉法人日田市社会福祉協議会
日田市福祉人材バンク

ＴＥＬ：0973-24-7026　

保育部門
日田市こども総合部
こども事業課　
こどもサービス係
ＴＥＬ：0973-22-8317

看護部門
日田市健康保険課
健康支援係

ＴＥＬ：0973-24-3000

申
込・問
合
せ

あなたの財産と意思を守る！！成年後見制度出前講座も開催しています。
詳しくは下記連絡先までお問い合わせください。

お問い合わせ先：成年後見センターひた（日田市社会福祉協議会）　TEL：0973-24-7026

令和８年度　おしごとサポートルーム開催のお知らせ
～もう一度、社会とつながるために～

・外に出るきっかけとしても大丈夫です
・話を聞くだけの参加でもOKです
・無理に何かをする必要はありません
・自分のペースで過ごせる場所です
・スタッフとゆっくりお話しできます

募集要項

申込み・お問い合わせ

・50才未満で、現在無職の方
・自身でサポートルームに通うことが出来る方
・令和8年7月1日～令和9年3月3日まで
 月2回(水曜日)　計17回実施
・10時から12時(職場見学時は15時)
・場所：アオーゼ日田(日田市上城内町)
・体調面に不安があり、毎回来れるか心配な方でも参加可能です。

ひた生活支援相談センター(日田市役所内)
Tel  0973-22-5299 
Fax 0973-28-5136

主な内容
・レクリエーション　・日田市内の職場見学　・職場体験
・在宅でも可能なストレッチ運動　・ビジネスマナーなど

前年度の様子
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社会福祉法人日田市社会福祉協議会
　支所名の変更について

●8年度事業計画・予算
●一般会費のお願い
●移動支援
●就職フェア
●上後見養成講座下就労準備
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▼香典返し（令和8年3月16日～令和8年5月15日） 

弁護士による無料相談事業

日田本所受付分
●　 － 谷本憲昭 父 博 （若宮）
●3万円 　穴井みゆき 夫 博之 （誠和）
●5万円 権藤福代 夫 富生 （清水）
●5万円 　髙本啓一郎 父 典治 （－）
●　 － 一市民 － 　－ （－）

10万円 佐藤恒夫 妻 ハツヱ （三本松新）
●　 － 雨森将隆 母 フジ子 （元）

▼一般寄付・指定寄付・物品寄付
●100,000円 三和酒類株式会社　日田蒸留所 

「いいちこ日田蒸留所　春の蔵開き」
杯販売の益金を社会福祉事業へ

●5万円 　鷹野喜千代 母 ナツコ （栃野）
●5万円 合谷良一 父 宗雄 （天神）

津江受付分（中津江）

●2万円 相垣満馬 妻 ハル子 （上野田）

津江受付分（上津江）

●3万円 江田幸子 夫 信行 （出口）
●10万円 穴井安夫 母 ヨシノ （馬原）
●　－ 倉嶋清司 母 ユリコ （馬原）

天瀬支所受付分

●5万円 　矢羽田道雄 父 一男 （東大山）
●　－ 一市民 － － （－）
●　－ 一市民 － － （－）
●5万円 中塚能馬 母 トリエ （田島）

大山支所受付分

日　程 時　間 場　　所
7/1（水）

（受付6/22（月）8：30～）
13：00～17：00
定員8名（先着順）

日田市総合保健
福祉センター

無料障害年金相談
日　程 時　間 場　　所

10/29（木） 13：30～16：00 日田市総合保健福祉センター

8/5（水）
（受付7/27（月）8：30～）

13：00～17：00
定員8名（先着順）

日田市総合保健
福祉センター
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編集発行／社会福祉法人 日田市社会福祉協議会　TEL 24－7026

日田市社会福祉協議会、上津江支所機能を中津江支所に移転したことに伴
い、新しい支所名を「日田市社会福祉協議会　津江支所」に変更いたしまし
た。今後とも中津江・上津江両地区の支所として地域に根付いた活動に取り
組んで参りますのでよろしくお願いいたします。

　
※事前に予約が必要です。

掲　　示　　板

中津江支所
上津江支所 津江支所
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敬称略

寄付のお礼寄付のお礼 　日田市社会福祉協議会に次の方々からご寄付をいただきました。ご芳情
に対し、厚くお礼申し上げます。
　この浄財は、社会福祉事業を推進するために、有意義に活用させていた
だきます。なお、市社会福祉協議会へのご寄付は、所得税の控除対象となり
ます。
＊ご本人の承諾を得て、金額、氏名等を掲載いたしております。


